
広島市青少年と電子メディアに関する審議会フィルタリング検討部会
１　開催日時　　　平成２３年１月３１日（月）午前１１時００分から午前１２時００分
２　開催場所　　　北庁舎（中区役所）３階第４会議室
３　出席者
⑴　委員（５０音順）
越智委員、下田部会長、松田委員
⑵　事務局（市）
青少年育成部長、育成課長、育成課職員
４　公開・非公開の別
公開
５　傍聴人
無し
６　会議次第
⑴　開会
⑵　議題

ア　フィルタリング検討部会の進め方について
(ｱ)　「保護者のためのフィルタリング研究会　報告書」について 

(ｲ)　フィルタリング機能に係る基準の見直しについて 

７　議事録
⑴　部会長

　　　部会長を下田委員とする。
⑵　フィルタリング検討部会の進め方について
ア　「保護者のためのフィルタリング研究会　報告書」について 

　　　次回の部会までに熟読し、内容を検討する。

イ　フィルタリング機能に係る基準の見直しについて 

(ｱ)　スケジュールについて

８割程度まとめができた段階で、中間報告として審議会へ報告し、他の委員から意見をいただき、再度、部会でまとめなおし、審議会で最終確認する。期間としては１年程度。

(ｲ)　オブザーバーについて
オブザーバーとは、会議を円滑に進めるために情報提供をしていただく方である。　フィルタリング検討部会委員以外の審議会委員はオブザーバーとなる。必要に応じて招へいする。

(ｳ)　協議内容の進め方について
・　子どものネットの遊び場を見る力を持った市民からの情報が中心になると、力になる。近所に怪しげな店ができたら、「あそこには子どもは近づけない方が良い」等という連絡で、大人は今まで子どもを守ってきた。インターネットも同じで、子どもをここで遊ばせてよいかどうか、見ている大人の意見やデータを吸い上げる形でまとめを作ったら力になる。

・　保護者が理解しないとフィルタリングの普及は前に進まない。「保護者が必要だから。それじゃ、使いやすいフィルタリングサービスを選んで買おうね。できればフィルタリングサービスは無料で提供してほしいよね。」そういう声が広島からあがってほしい。そういうペアレンタルコントロールができる保護者を増やしたい。

・　フィルタリング専門業者の協力を求めるのがよい。フィルタリングに関する問題を一番よく知っている。

・　フィルタリングの項目のチェックに関して、ネットスター社などのフィルタリング関係者から話を聞くこととしたい。

・　広島市へのフィルタリング関係者の協力について、調整をする。

・　認識しなければならないことは、パソコン、ケータイ、スマートフォンなど、端末毎にフィルタリングポリシーを設定しなければならないということではないか。

・　パソコンも携帯もスマートフォンもゲーム機も全部含めるようなくくりが必要ではないか。電子通信端末とかの言葉でくくっておかないと、新しいメディアが出るたびにそれを検討しなくてはならなくなる。
・　メディアのくくり方の定義などについて検討を行いたい。
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